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豊岡市経済成長戦略の策定に向けて（豊岡市経済・産業白書）

6
億
円
の
赤
字
で
す
が
、
特
に
豊

岡
市
の
特
産
業
で
あ
る
か
ば
ん
産

業
は
市
内
に
関
連
企
業
が
多
く
集

積
し
、
企
業
間
で
原
材
料
・
部
品

の
取
引
が
行
わ
れ
、
移
輸
入
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
域
際
収
支
は
1 

0 

1
億
円
の
黒
字
と
な
って
い
ま
す
。

●
経
済
の
所
得
循
環
構
造

①
産
業
別
の
年
間
所
得（
平
成
12

年
表
の
産
業
連
関
表
か
ら
推
計
）

　

給
料
で
あ
る「
雇
用
者
所
得
」は

1
、7
7
0
億
円
で
あ
り
、
製
造

業
2
7
0
億
円
、
商
業（
卸
売
小

売
業
）2
3
9
億
円
、
建
設
業
2 

3 

6
億
円
の
順
と
な
って
い
ま
す
。

　

従
業
者
1
人
当
た
り
の
雇
用
者

所
得
で
は
、
製
造
業
2
6
9
万
円
、

商
業（
卸
売
小
売
業
）2
2
1
万
円
、

建
設
業
3
9
2
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

1
人
当
た
り
の
雇
用
者
所
得
の

最
高
は
、
不
動
産
業
1
、4
9
2 

万
円
、
公
務
7
8
3
万
円
で
す
。

　

市
内
の
平
均
雇
用
者
所
得
は
、

3
6
2
万
円
（
全
国
は
4
3
7
万

円
）
で
す
。

　

市
内
所
得
（
豊
岡
市
内
従
業
者

の
所
得
）
は
1
、9
3
1
億
円
で
、

う
ち
、
市
外
居
住
・
市
内
従
業
者

所
得
2
3
4
億
円
は
市
外
に
流
出

し
て
い
ま
す
。

　

市
内
居
住
・
市
外
従
業
者
所
得

1
7
0
億
円
が
市
内
に
流
入
し
、

市
内
居
住
・
市
内
従
業
者
所
得
1
、

6
9
7
億
円
と
合
わ
せ
た
市
民

所
得
（
市
内
居
住
者
所
得
）
は
1
、

8
6
7
億
円
で
す
。

②
市
民
の
所
得
階
層

　

課
税
標
準
額
が
2
0
0
万
円
以

下
（
平
成
20
年
度
で
は
、
1
人
当

た
り
平
均
収
入
金
額
が
2
8
3
万

円
以
下
）
の
階
層
が
年
々
増
加
し
、

平
成
13
年
度
の
69
％
か
ら
平
成
20

年
度
に
は
76
％
と
7
％
増
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
3
％
増
加
し
た
高
齢

化
率
よ
り
も
低
所
得
化
が
よ
り
大

き
く
進
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
課
税
標
準
額
が
2
0
0 

万
円
以
下
の
納
税
義
務
者
の
割

合
が
、
京
都
府
舞
鶴
市
で
は
69
％
、

全
国
平
均
で
は
65
％
で
す
が
、
豊

岡
市
は
全
国
よ
り
11
％
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

●
経
済
の
消
費
循
環
構
造

　

推
計
し
た
市
民
所
得（
市
内
居

住
者
所
得
）1
、8
6
7
億
円
の

56
％（
1
、0
4
9
億
円
）が
消
費

と
し
て
支
出
さ
れ
、
残
り
の
44
％

（
8
1
8
億
円
）が
貯
蓄（
税
金
）な

ど
に
回
さ
れ
て
い
る
と
推
計
さ
れ

ま
す
。

　

市
内
へ
の
消
費
支
出
は
65
％

（
6
8
5
億
円
）で
、
残
り
の
35
％

（
3
6
4
億
円
）は
市
外
へ
消
費
支

出
し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

　

仕
送
り
金
は
93
億
円
に
及
び
、

最
大
の
市
外
流
出
の
項
目
で
す
。

化
の
進
行
が
深
刻
で
あ
り
、
獣
害

と
高
齢
化
に
よ
る
耕
作
放
棄
が
増

大
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
小
規
模
農
家
か
ら
大

規
模
農
家
へ
農
地
の
流
動
化
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、「
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
農
法
」
に
よ
る
付
加
価
値

の
高
い
作
物
へ
の
取
組
み
な
ど
に

よ
り
、
農
業
所
得
の
安
定
化
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

で
は
、
事
業
所
数
は
2
7
7
事

業
所
、
従
業
者
数
は
6
、0
9
5

人
、
製
造
品
出
荷
額
な
ど
は
1
、

0
7
8
億
円
で
す
。
な
お
、
京
都

府
福
知
山
市
で
は
平
成
20
年
で
2
、

7
0
7
億
円
、
舞
鶴
市
で
は
平
成

18
年
で
2
、1
4
6
億
円
で
す
。

　

製
造
品
出
荷
額
な
ど
に
お
け
る

上
位
業
種
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
製
造
業
、
食
料
品
製
造
業
、
電

子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
（
回
路
を
構

成
す
る
装
置
）
製
造
業
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
所
数
、
従

業
者
数
で
は
、
か
ば
ん
製
造
業
が

最
も
多
く
を
占
め
、
多
く
の
雇

用
を
吸
収
し
て
い
る
業
種
で
す
が
、

製
造
品
出
荷
額
は
大
幅
に
減
少
し
、

86
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

産
業
連
関
表（
平
成
12
年
表
）

で
は
、
市
内
生
産
額
は
1
、
4 

1 

4
億
円
で
あ
り
、
全
体
の
23
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

域
際
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
2
9
6 

億
円
の
赤
字
で
す
が
、
移
輸
出
率

（
市
外
販
売
率
）は
92
％
で
、
域
外

マ
ネ
ー
を
獲
得
す
る
域
外
市
場
産

業
と
し
て
の
特
性
が
強
く
表
れ
て
い

ま
す
。
移
輸
出
額
が
多
い
業
種
は
、

化
学
製
品
2
0
8
億
円
、
電
気
機

械
1
9
6
億
円
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
1
7
7
億
円
、
食
料
品
1 

2 

2 

億
円
、
か
ば
ん
1
1
1
億
円
で
す
。

●
農
業

　

市
内
総
生
産
、
就
業
人
口
は
昭

和
55
年
か
ら
長
期
低
落
傾
向
で
す
。

　

市
内
総
生
産
は
、
昭
和
60
年
の

1
0
6
億
円
か
ら
平
成
18
年
に
は

63
％
減
の
41
億
円
で
、
南
あ
わ
じ

市
、
神
戸
市
に
次
い
で
県
内
第
3

位
で
す
。

　

農
業
就
業
人
口
は
、
昭
和
55
年

の
1 

0
、4
0
8
人
か
ら
平
成
17

年
に
は
50
％
減
の
5
、2
2
5
人

と
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
耕

作
放
棄
地
面
積
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
平
成
17
年
に
は
3
8
8
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

産
業
連
関
表（
平
成
12
年
表
）で

は
、
市
内
生
産
額
は
1
0
6
億
円

で
あ
り
、
全
体
の
2
％
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
移
輸
出
率（
市
外
販
売
率
）

は
64
％
、
域
際
収
支
は
21
・
5
億

円
で
あ
り
、
域
外
マ
ネ
ー
を
獲
得

す
る
域
外
市
場
産
業
と
し
て
の
特

性
が
強
く
表
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
大
き
な
課
題
・
問
題
点

と
し
て
は
、
担
い
手
不
足
と
高
齢

豊
岡
市
の
主
要
な
産
業

●
製
造
業
（
従
業
者
数
4
人
以
上

　

の
事
業
所
を
対
象
）

　

県
内
に
お
け
る
位
置
を
見
る
と
、

平
成
19
年
で
は
、
事
業
所
数
は
第

12
位
、
従
業
者
数
は
第
17
位
、
製

造
品
出
荷
額
な
ど
は
第
25
位
で
す
。

　

事
業
所
数
、
従
業
者
数
、
製

造
品
出
荷
額
な
ど
す
べ
て
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
18
年

農業産出額（耕種、畜産）の推移
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製
造
業
の
大
き
な
課
題
・
問
題

点
と
し
て
は
、
原
材
料
な
ど
の
多

く
を
市
外
か
ら
調
達
し
、
製
造
品

を
市
外
へ
出
荷
・
卸
し
て
い
る
た

め
、
市
外
か
ら
獲
得
し
た
所
得
が

漏
出
し
、
市
内
で
所
得
が
循
環
す

る
構
造
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
域
外
流
出
マ
ネ
ー
を

縮
小
さ
せ
る
た
め
、
市
内
自
給
率

を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
建
設
業

　

市
内
総
生
産
は
減
少
傾
向
で
あ

り
、1
3
4
億
円
で
県
内
第
14
位

で
す
。

　

但
馬
地
域
の
工
事
請
負
金
額

（
公
共
工
事
）
の
減
少
率
と
比
べ

る
と
事
業
所
数
、
従
業
者
数
は
共

に
小
幅
な
減
少
率
に
留
ま
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
工
事
請
負
金

額
に
対
し
て
供
給
過
剰
状
況
に
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
平
成
18

年
に
は
事
業
所
数
は
7
2
6
事
業

所
、
従
業
者
数
は
4
、3
7
4
人

で
す
。

　

産
業
連
関
表（
平
成
12
年
表
）

で
は
、
市
内
生
産
額
は
6
8
0
億

円
で
全
体
の
11
％
で
あ
り
、
サ
ー

ビ
ス
業
、
製
造
業
に
次
い
で
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
は
、
土
木
で
は
公
的
部

門
、
建
築
で
は
民
間
部
門
へ
の
依

存
度
が
非
常
に
高
い
が
、
公
的
部

門
は
減
少
傾
向
で
あ
り
、
民
間
部

門
は
景
気
に
左
右
さ
れ
や
す
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

建
設
業
の
課
題
・
問
題
点
と
し

て
は
、
公
共
事
業
の
減
少
が
続
く

中
で
、
公
共
事
業
に
依
存
す
る
建

設
会
社
は
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ

り
ま
す
。ま
た
、ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

の
進
出
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
地

元
工
務
店
の
受
注
量
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
元
へ
の
経
済

波
及
効
果
は
著
し
く
低
下
し
て
い

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
企
業
間
競
争
が
激
化

す
る
中
で
、
成
長
が
期
待
さ
れ
る

異
業
種
へ
の
参
入
・
転
換
の
た
め

の
相
談
体
制
や
情
報
提
供
な
ど
の

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

●
卸
売
小
売
業

　

市
内
総
生
産
は
減
少
傾
向
で
あ

り
、3
7
7
億
円
で
県
内
第
10
位

で
す
。

　

事
業
所
数
、
従
業
者
数
、
年
間

商
品
販
売
額
は
漸
減
傾
向
で
あ
り
、

平
成
19
年
で
は
事
業
所
数
は
1
、

6
0
7
事
業
所
、
従
業
者
数
は
8
、

6
0
3
人
、
年
間
商
品
販
売
額

は
1
、9
6
4
億
円
で
す
。
な
お
、

舞
鶴
市
は
1
、7
9
6
億
円
で
す
。

　

産
業
連
関
表
（
平
成
12
年
表
）

で
は
、
市
内
生
産
額
は
4
7
4
億

円
で
全
体
の
7
・
6
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。
相
対
的
に
所
得
は
低
い

が
、
雇
用
吸
収
力
の
あ
る
産
業
で

す
。

　

卸
売
小
売
業
の
課
題
・
問
題
点

と
し
て
は
、
流
通
革
命
の
さ
ら
な

る
進
行
、
商
店
街
の
後
継
者
不
足

な
ど
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
企
業
間

淘
汰
に
よ
る
寡
占
化
が
進
み
、
商

店
街
の
集
客
力
が
悪
化
し
、
中
小

商
店
は
非
常
に
厳
し
い
経
営
環
境

下
に
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、i
F
デ
ザ
イ
ン
賞（
ド

イ
ツ
で
行
わ
れ
る
国
際
的
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
ペ
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
賞
）

の
受
賞
地
で
あ
る
こ
と
を
追
い
風

に
、
商
店
街
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
観
光
業

　

事
業
所
数
、
従
業
者
数
は
、
漸

減
傾
向
で
、
平
成
18
年
で
は
事
業

所
数
は
1
、1
4
4
事
業
所
、
従

業
者
数
は
5
、9
4
9
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
従
業
者
数
は
卸
売
小

売
業
、
製
造
業
の
次
に
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
観
光
入
込
み
客

数
は
5
2
5
万
人
で
す
。

　

過
去
3
年
間
の
日
帰
り
客
数
は

横
ば
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
宿

泊
客
数
は
減
少
し
、
平
成
7
年
の

1
9
3
万
人
か
ら
平
成
19
年
に
は

34
％
減
の
1
2
7
万
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

産
業
連
関
表
（
平
成
12
年
表
）

で
は
、
市
内
生
産
額
は
4
8
3
億

円
で
全
体
の
8
%
と
な
っ
て
お

り
、
建
設
、
不
動
産
に
次
い
で
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
域
際
収
支
は

1
5
6
億
円
と
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

観
光
業
の
大
き
な
課
題
・
問
題

点
と
し
て
は
、
近
年
の
暖
冬
、
嗜し

好こ
う

の
変
化
に
よ
る
ス
キ
ー
客
の
減

少
、
景
気
悪
化
に
よ
る
行
楽
な
ど

へ
の
出
控
え
な
ど
に
よ
り
、
宿
泊

を
伴
う
入
込
み
客
数
は
減
少
傾
向

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

　

今
後
は
、
日
帰
り
観
光
か
ら
宿

泊
観
光
へ
の
転
換
の
た
め
、
体
験

型
の
新
た
な
観
光
分
野
の
掘
り
起

こ
し
な
ど
や
、
首
都
圏
、
九
州
圏

な
ど
に
お
け
る
認
知
度
を
高
め
、

集
客
を
図
る
た
め
の
戦
略
的
な
取

組
み
が
必
要
で
す
。

製造品出荷額等の推移

卸売小売業の従業員数と年間販売額の推移

観光入り込み客数の推移

●「豊岡市経済・産業白書」の詳細や各種アンケート結果、産業連関表は、市ホームページをご覧ください。
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